
①
災
害
ご
み
の
対
応
は
、
災
害
時
廃
棄
物
処
理
計
画
の
策
定

及
び
災
害
ご
み
排
出
の
ル
ー
ル
作
り
を
検
討
し
、
災
害
ご
み

処
理
対
策
の
充
実
を
！

②
市
民
の
移
動
手
段
の
確
保
は
、
ベ
ー
ス
と
な
る
公
共
交
通

網
の
形
成
を
図
り
、
地
域
の
特
性
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
ま

ち
づ
く
り
推
進
部
・
教
育
総
務
部
ほ
か
各
部
連
携
し
た
対
応

に
よ
り
地
域
に
合
わ
せ
た
移
動
手
段
の
確
保
を
！

③
町
会
加
入
率
は
、
平
成
25
年
調
査
時
は
71
・
２
％
、
令
和

元
年
９
月
調
査
時
で
は
69
・
４
％
と
減
少
し
て
い
る
。

地
域
の
こ
と
を
一
番
理
解
し
て
い
る
町
会
連
合
会
の

方
々
と
原
因
を
調
査
し
、
加
入
促
進
の
条
例
制
定
な

ど
、
市
と
し
て
の
対
応
策
を
検
討
さ
れ
た
い
。

　
小
中
学
校
等
規
模
及
び
配
置
適
正
化
審
議
会
か
ら
答
申
書

が
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
小
学
校
の
適
正
規
模
に
つ
い

て
は
１
学
年
２
～
３
学
級
、
中
学
校
に
つ
い
て
は
１
学
年
４

～
６
学
級
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
小
学
校
で
は
１
学
級
の
み
の

学
年
が
過
半
数
に
な
る
学
校
、
中
学
校
で
は
１
校
で
８
学
級

以
下
に
な
る
学
校
は
、
適
正
化
を
図
る
検
討
が
必
要
と
さ
れ
、

通
学
区
の
見
直
し
、
学
校
の
統
廃
合
も
あ
る
と
さ
れ
た
。

　
小
規
模
校
で
は
そ
の
良
さ
を
生
か
し
た
教
育
が
で
き
る
こ

と
や
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
学
校
が
な
く
な
る
こ
と

は
重
大
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
教
育
委
員
会
に
は
、
適

正
規
模
と
は
「
標
準
的
な
目
安
」
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
、
保
護
者
、
子
ど
も
も
含
め
て
、
住
民
の
意
向

を
何
よ
り
も
大
事
に
す
る
よ
う
求
め
た
。
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①
職
員
の
定
員
管
理
に
つ
い
て
、
単
年
度
で
は
な
く
、
複
数

年
度
を
視
野
に
入
れ
た
、
中
長
期
の
定
員
管
理
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
を
求
め
る
。
過
去
の
行
財
政
改
革
に
よ
り
、
平
成

23
年
に
１
９
４
９
人
で
あ
っ
た
職
員
数
が
、
30
年
に
は
２
０

１
１
人
と
62
人
の
増
加
と
な
っ
た
。
こ
の
間
に
人
口
は
４
４

２
７
人
も
減
少
し
て
お
り
、
30
年
後
の
人
口
が
16
万
人
と
予

想
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
歳
入
の
減
少
な
ど
を
想
定
し
、

適
正
な
行
政
規
模
に
向
け
た
取
り
組
み
を
す
べ
き
で
あ
る
。

②
小
・
中
学
校
の
望
ま
し
い
規
模
が
、
審
議
会
よ
り

答
申
さ
れ
た
。
児
童
・
生
徒
数
か
ら
学
校
の
統
廃
合

を
議
論
す
る
の
で
は
な
く
、
教
育
環
境
を
整
え
る
と

い
う
視
点
か
ら
、
施
設
一
体
型
の
小
中
一
貫
校
の
設

置
に
向
け
、
具
体
的
な
検
討
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

適
正
な
行
政
組
織
に
向
け
た
中
長
期
の
定
員
管
理
計
画
を

（次世代政策会議）
京西　且哲

　
本
市
の
人
口
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
転
出
者
数
が
転
入
者

数
を
上
回
る
状
況
が
続
い
て
い
る
。
人
口
減
少
へ
の
対
応
に

は
、
若
年
者
や
子
育
て
世
代
の
転
入
・
定
住
の
促
進
を
図
る

必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
若
年
者
に
対
し
て
は
、
負
担
と
な

っ
て
い
る
奨
学
金
の
返
済
に
つ
い
て
特
別
交
付
税
を
利
用
し
、

奨
学
金
返
済
額
の
一
部
を
補
助
す
る
奨
学
金
返
還
支
援
制
度

を
導
入
し
て
は
と
考
え
る
。
ま
た
、
子
育
て
世
代
に
対
し
て

は
、
待
機
児
童
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
保
育
士
不
足
を
解
決

す
る
必
要
が
あ
る
。
厚
木
市
で
は
、
保
育
士
の
就
職

支
援
と
し
て
、
復
職
・
奨
学
金
返
済
・
転
入
に
か
か

る
助
成
金
制
度
が
あ
る
。
本
市
に
お
い
て
も
奨
学
金

返
還
支
援
制
度
及
び
保
育
士
確
保
の
助
成
金
制
度
を

是
非
と
も
取
り
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

人
口
減
少
対
策
と
若
者
や
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
に
つ
い
て

（公明党）
友永　修

地
域
・
町
会
と
の
協
働
で
魅
力
あ
る
市
の
実
現
を
！

（次世代政策会議）
河合　馨

【
問
】
丘
陵
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
そ
の
周
辺
住
民
に
と

っ
て
は
期
待
が
大
き
い
。
住
宅
用
地
で
の
居
住
の
予
定
と
、

生
活
利
便
施
設
用
地
で
の
商
業
施
設
な
ど
の
建
設
時
期
を
聞

き
た
い
。
ま
た
、
防
犯
灯
設
置
の
考
え
、
さ
ら
に
、
現
在
、

工
場
用
地
で
稼
働
し
て
い
る
事
業
者
数
と
、
従
業
員
数
を
聞

き
た
い
。

【
答
】
住
宅
用
地
は
今
年
度
末
で
15
軒
が
居
住
す
る
と
聞
い

て
い
る
が
、
生
活
利
便
施
設
用
地
の
土
地
利
用
が
開
始
さ
れ

る
時
期
は
未
定
で
あ
る
。
防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、
居

住
者
の
安
全
確
保
に
向
け
、
段
階
的
に
配
置
し
て

い
き
た
い
。
工
場
用
地
で
は
、
現
在
12
社
が
操
業
し

て
お
り
、
10
社
が
建
設
工
事
中
で
あ
る
。
ま
た
、
約

６
０
０
人
が
従
事
し
て
い
る
。

丘
陵
地
区
ゆ
め
み
ヶ
丘
岸
和
田
の
現
状
と
展
望
に
つ
い
て

（誠和クラブ）
殿本　マリ子

そ
の
他
の
質
問 

○
有
害
鳥
獣
の
被
害
状
況
と
こ
れ
か
ら
の
対
策

学
校
の
適
正
な
規
模
―
小
さ
な
学
校
も
大
き
な
値
打
ち
―

（日本共産党）
中井　良介

【
問
】
昨
年
８
月
に
設
置
さ
れ
た
、
大
阪
児
童
虐
待
防
止
推

進
会
議
に
お
い
て
、
重
大
な
児
童
虐
待
「
ゼ
ロ
」
宣
言
が
採

択
さ
れ
、
オ
ー
ル
大
阪
で
取
り
組
む
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
大
阪
府
岸
和
田
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
が
、
令
和
６
年
を
め
ど
に
貝
塚
市
へ
全
部
移
転
す
る
計
画

で
あ
る
が
、
本
市
と
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
と
の
間
で
、
情

報
共
有
な
ど
連
携
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

【
答
】
同
セ
ン
タ
ー
は
、
本
市
の
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協

議
会
の
構
成
機
関
で
あ
り
、
保
育
や
母
子
保
健
担
当

課
、
教
育
委
員
会
な
ど
と
実
務
者
会
議
な
ど
で
情
報

共
有
を
行
っ
て
い
る
。
移
転
に
よ
る
情
報
共
有
体
制

や
実
務
者
会
議
の
実
施
に
特
段
の
影
響
は
な
い
と
考

え
て
お
り
、
引
き
続
き
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

児
童
虐
待
情
報
の
共
有
に
つ
い
て

（大阪維新の会）
宇野　真悟

　
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

そ
し
て
２
０
２
５
年
の
大
阪
・
関
西
万
博
を
迎
え
よ
う
と
す

る
今
こ
の
時
に
、
本
市
に
お
い
て
憲
法
第
13
条
「
個
人
の
尊

重
」
に
基
づ
く
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
。
受
動
喫
煙
問
題
は

人
命
に
か
か
わ
る
公
衆
衛
生
上
の
問
題
で
あ
り
、
規
制
が
必

要
で
あ
る
。
自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域
を
参
考
に
、
市
内
７

カ
所
に
あ
る
駅
周
辺
約
３
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
を
、
路
上
喫

煙
の
禁
止
区
域
と
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
健
康
へ
の
悪

影
響
を
心
配
す
る
こ
と
が
な
い
、
生
活
環
境
に
配
慮

し
た
住
み
よ
い
ま
ち
岸
和
田
を
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
良
好
な
生
活
環
境
を
保
障
す
る
た
め
「
岸
和

田
市
路
上
喫
煙
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」
を
速
や
か

に
制
定
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

路
上
喫
煙
の
防
止
に
つ
い
て

（公明党）
桑原　佳一

【
問
】
公
立
幼
稚
園
及
び
保
育
所
の
あ
り
方
と
し
て
、
幼
稚

園
の
給
食
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
天
神
山
幼
稚
園
は
、
幼

稚
園
と
小
学
校
の
施
設
一
体
型
連
携
校
と
し
て
既
に
給
食
を

実
施
し
て
お
り
、
保
護
者
か
ら
も
好
評
と
聞
い
て
い
る
。
小

学
校
の
調
理
場
と
隣
接
し
て
い
る
他
の
幼
稚
園
で
も
同
様
に

給
食
の
提
供
は
可
能
だ
と
思
う
が
、
天
神
山
幼
稚
園
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
広
め
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

【
答
】
小
学
校
と
幼
稚
園
が
隣
接
し
て
い
な
い
場
合
、
衛
生

面
や
安
全
面
か
ら
実
施
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
市

直
営
校
で
は
調
理
員
の
増
員
、
民
間
委
託
校
で
は
委

託
料
の
増
額
と
い
っ
た
費
用
の
負
担
が
増
え
る
。
一

部
の
幼
稚
園
だ
け
で
な
く
、
全
て
の
幼
稚
園
で
提
供

が
可
能
な
方
法
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

幼
稚
園
の
給
食
に
つ
い
て

（大阪維新の会）
堂本　啓祐

そ
の
他
の
質
問 

○
小
中
学
校
の
規
模
の
適
正
化
と
適
正
配
置
の
推
進

　
　
　
　
　
　

 

○
小
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育

そ
の
他
の
質
問 

○
災
害
時
の
対
応

　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
増
え
続
け
て
き
た
生
活
保
護

受
給
世
帯
は
、
本
市
の
み
な
ら
ず
全
国
的
な
問
題
で
も
あ
る
。

本
市
に
お
い
て
は
、
平
成
28
年
度
の
４
３
９
１
世
帯
を
ピ
ー

ク
に
、
現
在
、
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
財
政
面
に
お
い

て
も
市
の
執
行
予
算
の
７
分
の
１
を
占
め
、
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
解
消
す
る
た
め
に
も
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
存
在

が
重
要
だ
が
、
本
市
の
大
き
な
問
題
は
、
国
の
定
め
る
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
の
担
当
標
準
世
帯
数
（
80
世
帯
）
を
大

き
く
上
回
る
担
当
数
（
１
２
２
世
帯
）
と
な
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
り
、
適
正
な
業
務
が
遂
行
で
き
な
い
状

況
で
あ
る
。
一
刻
も
早
く
標
準
に
近
づ
け
る
た
め
に
、

思
い
切
っ
た
人
員
配
置
を
行
う
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

生
活
保
護
の
実
態
と
対
応
に
つ
い
て

（次世代政策会議）
西田　武史

市政に関する 一 般 質 問

そ
の
他
の
質
問 

○
就
学
奨
励
制
度


